
 

 

 
 

 

 

 

 

資料３ 河川における植⽣遷移パターンの例 
河川植⽣の遷移に関する因⼦とその関係を踏まえ、中流域（砂礫質）および下流域の植⽣の遷移

モデルを作成しました。この資料では、本州で出現する群落をもとにしており、本解説書（案）の対象種
である５種の外来植物（オオキンケイギク、オオハンゴンソウ、オオブタクサ、アレチウリ、シナダレスズメガヤ）
の群落も、遷移モデルに位置付けました。 

 
１. 河川中流（礫河原）の遷移フロー図 

表１に中流域（砂礫質）における植⽣遷移と関連因⼦の内容を整理し、遷移モデルを図１に⽰し
ました（表と図で①②等の番号が対応しています）。モデルは⽔際と内陸を区別するとともに、低⽔敷
（⽔⾯からの⽐⾼が低く冠⽔頻度の⾼い礫河原）、低⽔敷と⾼⽔敷の境界付近〜⾼⽔敷（安定化
した礫河原）、⾼⽔敷（細粒⼟層が厚く堆積した⽴地）と、3 タイプの⽴地に分けて⽰しました。 

 
２. 河川下流の植⽣遷移フロー図 

表２に下流域における植⽣遷移と関連因⼦の内容を整理し、遷移モデルを図２に⽰しました（表と
図で①②等の番号が対応しています）。モデルは⽔際と内陸を区別するとともに、内陸は地下⽔位の⾼
い過湿環境と、相対的に地下⽔位の低い適潤環境に分けて⽰しました。 
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資料３ 河川における植⽣遷移パターンの例 

１. 河川中流（礫河原）の遷移フロー図 

 

※赤字で示した群落名は、外来種が優占する群落を表す。群落名の一部が赤字になっているものは、在来種と外来種の組み合わせによる凡例で、赤字が外来種を表す。

　（　）で示した群落名は、河川水辺の国勢調査の「植物群落リスト」に掲載されていないものの、重要な外来種の群落を表す。

　「群落」「群集」の表記は、河川水辺の国勢調査「植物群落リスト」に従った。

①

【一・二年生草本群落】

・ヤナギタデ群落

・オオイヌタデ－オオクサキビ群落

・ミゾソバ群落

・（オオカワヂシャ群落）

出水等により植被が流出した自然裸地（礫河原）の水

際に、いち早く群落を形成する。1～2年程度群落を形

成して他の植生に遷移するか、裸地化して消失する場

合がある。

②

【多年生草本群落】

・ツルヨシ群集

③

【低木群落】

・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集

・コゴメヤナギ群集

・その他ヤナギ林

出水等による植被の消失後、水辺を中心に1～2年後

に群落を形成し始める。あるいは他の植生が遷移して

群落を拡大する。土性や水面からの比高に対して適応

の幅が広く、出水等により破壊されない限りは安定的

に持続する。

①や②の植生にヤナギ類を主とする木本類が侵入

する。出水等により破壊されない限りは安定的に持

続する。

自然裸地

④

【一・二年生草本群落】

・コセンダングサ群落

・メヒシバ－エノコログサ群落

・ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落

・メマツヨイグサ－マルバヤハズソウ群落

出水等により植被が流出した自然裸地（礫河原）の陸域に、

いち早く群落を形成する。1～2年程度群落を形成して他の

植生に遷移するか、裸地化して消失する場合がある。

⑤

【多年生草本群落】

・カワラヨモギ－カワラハハコ群落

・ツルヨシ群集

出水等により植被が流出した自然裸地（礫河原）で、カワ

ラハハコのような冠水頻度の高い礫河原に生育する在来

河原植物が群落を形成し、また水際から連続する形でツ

ルヨシの群落が拡大し、持続する。

⑥

【一・二年生草本群落】

・オオフタバムグラ群落

・ネズミムギ群落

⑥の立地に、ヨモギ‐メドハギ群落に代表される

多年生草本群落を主体とする植生が成立し、

外来種が優占する群落も広くみられるようにな

る。

⑧

【一・二年生草本群落】

・カナムグラ群落

・アレチウリ群落

・オオブタクサ群落

細粒物質の堆積および比高差の拡大が進行し、冠水

頻度の低い立地が形成され、カナムグラやアレチウリ、

オオブタクサ等の一・二年生草本が繁茂する。⑦の多

年生草本群落が出水や人為的撹乱を受けて、これら

の一・二年生草本群落に退行遷移する場合がある。

⑩

【低木～亜高木群落】

・ノイバラ群落

・ヌルデ－アカメガシワ群落

・ヤマグワ群落

・オニグルミ群落

・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集等のヤナギ林

・イタチハギ群落

・ハリエンジュ群落

・シンジュ群落

⑦～⑨の植生に先駆性樹種がまばらに侵入し、局所的に低木

林～亜高木林が成立する。ハリエンジュ等の高木も侵入し始め

る。

⑪

【高木群落】

・ムクノキ－エノキ群集

・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集等のヤナギ林

・ハリエンジュ群落

・マダケ植林（マダケ群落）

植生の安定化が最も進んだ段階。ヤナギ類の高木林や、河畔林

の典型的なタイプであるムクノキ‐エノキ群集等の高木群落が成

立する。ハリエンジュのような侵略性の高い外来木本群落や、マ

ダケ群落のような竹林も広い面積を占める場合がある。

・シナダレスズメガヤ群落

・（オオキンケイギク群落）

等

出水による植生の

破壊・消失

偏向遷移

【主に低水敷】

【主に低水敷と高水敷の境界付近～高水敷】

【主に高水敷】

細粒土の堆積・比高の拡大

細粒土の堆

積・比高の

拡大

細粒土の堆積・比高の拡大

（無植生の自然裸地状態まで戻らず、礫床に残存する根茎からの再生により、出水前の植生が速やかに再生する場合もある。）

外来種が一面に繁茂し、在来種が衰退した

植生の場合、正常な遷移系列から外れ、遷

移が停止した状態で外来種の群落が持続

することがある（偏向遷移）。

⑦

【多年生草本群落】

・ヨモギ－メドハギ群落

・チガヤ群落

・シナダレスズメガヤ群落

・（オオキンケイギク群落）

・アレチハナガサ群落
礫間や礫の表層に細粒物質が堆積した薄

い層が形成され、礫は沈み石状となる。水

面からの比高差はやや拡大する。このよう

な立地に、オオフタバムグラやネズミムギ

等の一・二年生草本が侵入する。

偏向遷移

⑨

【多年生草本群落】

・オギ群落

・ススキ群落

・クズ群落

・セイタカアワダチソウ群落

・セイバンモロコシ群落

・オオハンゴンソウ群落（主に北日本）

⑧の立地に、オギ等の高茎草本やクズ等の面的に広が

るつる植物などが、密な植生を形成する。

撹乱、退行遷移

水

際

内

陸

図１ 河川の中流域（砂礫質）における植⽣の遷移モデル 
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地上部植生 埋土種子 立地条件 河川撹乱 除草・工事等

①

出水等により植被が流出した自然裸地（礫河
原）の水際に、いち早く群落を形成する。1～2年
程度群落を形成して他の植生に遷移するか、裸
地化して消失する場合がある。

【一・二年生草本群落】
・ヤナギタデ群落
・オオイヌタデ-オオクサキビ群落
・ミゾソバ群落
・〔オオカワヂシャ群落〕

流水辺や淀みなどを中心にタデ類等が群落を
形成する。地上部の種数は比較的少ない。

外部から漂着・侵入した種子の速やかな発芽。
地上部消失前に埋土種子を形成する場合があ
り、地形改変により乾燥化しても、再び水湿条
件になるまで土壌中にて種子が休眠状態で存
続する場合あり。

水面からの比高が低い低水敷で、表層堆積物
の少ない裸地状の砂礫質のうち、水際または水
際に近い場所

冠水頻度が高く、撹乱による種子の拡散、植物
体の流亡が生じやすい。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

②

出水等による植被の消失後、水辺を中心に1～
2年後に群落を形成し始める。あるいは他の植
生が遷移して群落を拡大する。土性や水面から
の比高に対して適応の幅が広く、出水等により
破壊されない限りは安定的に持続する。

【多年生草本群落】
・ツルヨシ群集

流水辺などに密な群落を形成する傾向がある。
地上部の種数は比較的少ない。

ツルヨシは種子よりも走出枝によって旺盛に広
がる。①の植生から遷移する場合、地下部には
外来種を含む埋土種子が含まれていることが想
定され、ギャップ等の形成にともない発芽する可
能性がある。

土性は表層堆積物の少ない砂礫質から厚い細
粒土層まで幅広く群落を形成し、成立する比高
の幅も広い。

①の群落を形成する種よりもおおむね洪水に対
する抵抗力が強く、出水後の裸地に拡大する場
合がある。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

③
①や②の植生にヤナギ類を主とする木本類が
侵入する。出水等により破壊されない限りは安
定的に持続する。

【低木群落】
・ジャヤナギ-アカメヤナギ群集
・コゴメヤナギ群集
・その他ヤナギ林

①や②の植生にヤナギ類等の低木が混生し、
局所的に低木群落を形成する。

外部から漂着・侵入した種子の速やかな発芽。
地下部には外来種を含む埋土種子が含まれて
いることが想定され、ギャップ等の形成にともな
い発芽する可能性がある。

土性は表層堆積物の少ない砂礫質から厚い細
粒土層まで幅広く群落を形成し、成立する比高
の幅も広い。

出水によって植生が破壊されると、礫床に残存
した根茎から速やかに再生して再樹林化する場
合がある（「動的樹林化」）。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

④

出水等により植被が流出した自然裸地（礫河
原）の陸域に、いち早く群落を形成する。1～2年
程度群落を形成して他の植生に遷移するか、裸
地化して消失する場合がある。

【一・二年生草本群落】
・コセンダングサ群落
・メヒシバ-エノコログサ群落
・ヒメムカシヨモギ-オオアレチノギク群落
・メマツヨイグサ-マルバヤハズソウ群落

植被率はおおむね低く、砂礫質上にまばらに生
育する。地上部の種数は比較的少ない。

外部から漂着・侵入した種子の速やかな発芽。
地上部消失前に埋土種子を形成し、土壌中に
て種子が休眠状態で存続する場合あり。

水面からの比高が低い低水敷で、表層堆積物
の少ない裸地。石はおおむね浮き石状である。

冠水頻度が高く、撹乱による種子の拡散、植物
体の流亡が生じやすい。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

⑤

出水等により植被が流出した自然裸地（礫河
原）で、カワラハハコのような冠水頻度の高い礫
河原に生育する在来河原植物が群落を形成
し、また水際から連続する形でツルヨシの群落
が拡大し、持続する。

【多年生草本群落】
・カワラヨモギ-カワラハハコ群落
・ツルヨシ群集

在来河原植物の中でも、特に冠水頻度の高い
不安的な礫河原を選好するカワラハハコ　が主
に生育する。植被率は低く、まばらに生育する
傾向が強い。内陸でも地下水位が高ければ、ツ
ルヨシが面的に群落を形成する場合がみられ
る。

在来河原植物は永続的シードバンクを形成しな
い傾向がある一方、外部からのシナダレスズメ
ガヤなどの外来種の種子の侵入・蓄積により、
植生が変化していく可能性がある。

水面からの比高が低い低水敷で、表層堆積物
の少ない裸地。石はおおむね浮き石状である。

冠水頻度が高く、頻繁な掃流によって植生が維
持される。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

⑥

礫間や礫の表層に細粒物質が堆積した薄い層
が形成され、礫は沈み石状となる。水面からの
比高差はやや拡大する。このような立地に、オ
オフタバムグラやネズミムギ等の一・二年生草
本が侵入する。

【一・二年生草本群落】
・オオフタバムグラ群落
・ネズミムギ群落

礫河原の安定化の初期にあたり、基盤の物理
的・化学的変化（富栄養化）にともない、外来の
一年生草本等が侵入し、群落を形成する。一挙
に広がったあと消失する場合がある。

地上部が消失しても、地下部に大量の埋土種
子を形成している可能性がある。

水面からの比高差がやや拡大し、主に高水敷
上に成立する。礫間や礫の表層に細粒物質の
堆積が進み、薄い細粒土層が形成され、礫は
沈み石状となる。富栄養化・酸性化が進行し、
外来種の侵入契機となる。

冠水頻度は2,3年に1回程度と想定され、植生が
破壊される規模の出水を受けることは少ない。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

⑦
⑥の立地に、ヨモギ-メドハギ群落に代表される
多年生草本群落を主体とする植生が成立し、外
来種が優占する群落も広くみられるようになる。

【多年生草本群落】
・ヨモギ-メドハギ群落
・チガヤ群落
・シナダレスズメガヤ群落
・〔オオキンケイギク群落〕
・アレチハナガサ群落

ヨモギ-メドハギや、シバ-カワラサイコ（水辺国
調の凡例にはない）の群落が典型的に成立し、
カワラサイコやカワラナデシコ等の希少な在来
河原植物が多く生育する一方、シナダレスズメ
ガヤやオオキンケイギク等、侵略性の強い外来
種も群落を形成する。保全すべき在来種と侵略
的な外来種との競合傾向が強いステージであ
る。

オオキンケイギクの埋土種子中の生存種子は、
地表面から3cmまでの深さに9割以上が集中し
ていることが知られているとおり、薄い細粒土層
に外来種の埋土種子が大量に含まれている場
合がある。

水面からの比高差がやや拡大し、主に高水敷
上に成立する。礫間や礫の表層に細粒物質の
堆積が進み、薄い細粒土層が形成され、礫は
沈み石状となる。富栄養化・酸性化が進行し、
外来種の侵入契機となる。

冠水頻度は2,3年に1回程度と想定され、植生が
破壊される規模の出水を受けることは少ない。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

⑧

細粒物質の堆積および比高差の拡大が進行
し、冠水頻度の低い立地が形成され、カナムグ
ラやアレチウリ、オオブタクサ等の一・二年生草
本が繁茂する。⑦の多年生草本群落が出水や
人為的撹乱を受けて、これらの一・二年生草本
群落に退行遷移する場合がある。

【一・二年生草本群落】
・カナムグラ群落
・アレチウリ群落
・オオブタクサ群落

いち早く侵入した一年生草本が面的に繁茂して
群落を形成する。短期間で消失する場合も多
い。

アレチウリやオオブタクサのような一年生草本
の群落では、地上部が消失しても、地下部に大
量の埋土種子を形成している可能性がある。

低水敷とは1.5～2m以上の比高差が形成され
る。丸石などの礫は埋没して地表面には見えな
くなる。土性は壌土～埴土が主となり、粘土分を
多く含む傾向が強くなる。

冠水頻度は数年に1回～5年に1回程度と想定さ
れ、植生が破壊される規模の出水を受けること
はほとんどない。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

⑨
⑧の立地に、オギ等の高茎草本やクズ等の面
的に広がるつる植物などが、密な植生を形成す
る。

【多年生草本群落】
・オギ群落
・ススキ群落
・クズ群落
・セイタカアワダチソウ群落
・セイバンモロコシ群落
・オオハンゴンソウ群落（主に北日本）

主に高茎草本やつる植物が優占する群落で、
特定の種が高い被度で優占し、植被率の高い
植生を形成する場合が多い。安定的な植生域
を形成する。

厚く堆積した土層に埋土種子が蓄積され、
ギャップ形成等にともなって発芽する可能性が
ある。

低水敷とは1.5～2m以上の比高差が形成され
る。丸石などの礫は埋没して地表面には見えな
くなる。土性は壌土～埴土が主となり、粘土分を
多く含む傾向が強くなる。

冠水頻度は数年に1回～5年に1回程度と想定さ
れ、植生が破壊される規模の出水を受けること
はほとんどない。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

⑩
⑦～⑨の植生に先駆性樹種がまばらに侵入し、
局所的に低木林～亜高木林が成立する。ハリ
エンジュ等の高木も侵入し始める。

【低木～亜高木群落】
・ノイバラ群落
・ヌルデ-アカメガシワ群落
・ヤマグワ群落
・オニグルミ群落
・ジャヤナギ-アカメヤナギ群集等のヤナギ林
・イタチハギ群落
・ハリエンジュ群落
・シンジュ群落

⑦～⑨の植生にヌルデやアカメガシワ、ノイバラ
等の低木が散生するようになり、局所的にこれ
らの低木林が成立する。イタチハギやシンジュ、
ハリエンジュ等の侵略性の高い木本植物の群
落も形成されるようになる。

土壌中には⑦～⑨の植生に由来する埋土種子
が残存しており、倒木によるギャップ形成等にと
もなって発芽する可能性がある。また、木本群
落に由来する新たな埋土種子が形成される。

細粒土や腐植の堆積が進み、土層は更に厚く
なる。土性は壌土～埴土が主となり、粘土分を
多く含む傾向が強くなる。

冠水頻度は5年に1回を下回る程度と想定され、
植生が破壊される規模の出水を受けることはほ
とんどない。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

⑪

植生の安定化が最も進んだ段階。ヤナギ類の
高木林や、河畔林の典型的なタイプであるムク
ノキ-エノキ群集等の高木群落が成立する。ハリ
エンジュのような侵略性の高い外来木本群落
や、マダケ群落のような竹林も広い面積を占め
る場合がある。

【高木群落】
・ムクノキ-エノキ群集
・ジャヤナギ-アカメヤナギ群集等のヤナギ林
・ハリエンジュ群落
・マダケ植林（マダケ群落）

高木が優占する群落となり、そのギャップや林
縁には、主に⑦の植生が成立する。クズ、カナ
ムグラ、アレチウリ等のつる植物も多い。

厚く堆積した土層に埋土種子が蓄積され、侵略
性の高い外来草本等の埋土種子も、ギャップ形
成等にともなって発芽する可能性がある。

高水敷上で最も比高の高い一帯に成立する。
細粒土や腐植の厚い土層に覆われ、土性は壌
土～埴土が主となり、粘土分を多く含む傾向が
強くなる。

冠水頻度は非常に低く、10年に1回以下の水準
となり、植生が破壊される規模の出水を受ける
ことはほとんどない。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

※赤字で示した群落名は、外来種が優占する群落を表す。群落名の一部が赤字になっているものは、在来種と外来種の組み合わせによる凡例で、赤字が外来種を表す。

　〔　〕で示した群落名は、河川水辺の国勢調査の「植物群落リスト」に掲載されていないものの、重要な外来種の群落を表す。

　「群落」「群集」の表記は、河川水辺の国勢調査「植物群落リスト」に従った。

遷移に関連する因子およびその内容

水際

内陸

遷移の内容 対応する主な植物群落

表１ 河川の中流域（砂礫質）における植⽣遷移と関連因⼦の内容 
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２. 河川下流の植⽣遷移フロー図 
 

 

※赤字で示した群落名は、外来種が優占する群落を表す。群落名の一部が赤字になっているものは、在来種と外来種の組み合わせによる凡例で、赤字が外来種を表す。

　（　）で示した群落名は、河川水辺の国勢調査の「植物群落リスト」に掲載されていないものの、重要な外来種の群落を表す。

　「群落」「群集」の表記は、河川水辺の国勢調査「植物群落リスト」に従った。

①

【一・二年生草本群落】

・ミゾソバ群落

・オオイヌタデ－オオクサキビ群落

・ヤナギタデ群落

・オオオナモミ群落

・（オオカワヂシャ群落）

水流により上流から細粒物質が運搬され、水際に近い

一帯は泥質となり、ミゾソバやオオイヌタデ等の一年生

草本の群落が成立する。
細粒物質の堆積により基盤の安定化が進むと、ヨシやマコ

モ等のイネ科、ウキヤガラ等のカヤツリグサ科を主体とする

多年生草本群落が成立する。地下水位の変動がなければ

ヨシ等の群落が安定的に持続する。

粘土質土壌の堆積やギャップ形成にともない、タチヤ

ナギ等のヤナギ類が侵入するようになる。

④

【一・二年生草本群落】

・ミゾソバ群落

・オオイヌタデ－オオクサキビ群落

・ヤナギタデ群落

・オオオナモミ群落

・（オオカワヂシャ群落）

内陸の地下水位が高い一帯やたまり周辺等では、オオイ

ヌタデやオオオナモミ等の一年生草本の群落が成立する。

⑤

【多年生草本群落】

・ヨシ群落

・セイタカヨシ群落（中部以西）

・セリ－クサヨシ群集

・オオハンゴンソウ群落（主に北日本）

④の立地にヨシやクサヨシ等が侵入し、地下水位の変動が

なければ安定的に持続する。

⑦

【一・二年生草本群落】

・カナムグラ群落

・アレチウリ群落

・オオブタクサ群落

土砂が堆積して比高が拡大し、あるいは地下水位が低下し

て土壌が乾燥化すると、乾生の一年生草本が繁茂して群

落を形成する。

⑨

【低木～亜高木群落】

・タチヤナギ群集

・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集

・オノエヤナギ群落

・その他ヤナギ林

・ノイバラ群落

・オニグルミ群落

・ヤマグワ群落

粘土質土壌の堆積にともない、タチヤナギ等のヤナギ類などの低

木類が侵入するようになる。

⑩

【高木群落】

・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集等のヤナギ林

・ムクノキ－エノキ群集

比高の拡大や乾燥化のさらなる進行により、ジャヤナギ－アカメ

ヤナギ群集を主体とする安定的なヤナギ高木林が成立し、ヤナ

ギの枯死・倒木によるギャップなどから、エノキやムクノキ等の木

本が発生し、群落を形成する。

⑧

【多年生草本群落】

・オギ群落

・クズ群落

・セイタカヨシ群落（中部以西）

・ススキ群落

・セイタカアワダチソウ群落

・オオハンゴンソウ群落（主に北日本）

オギやセイタカアワダチソウ等が侵入し、植被率の高い

安定的な多年生草本群落を形成する。

・細粒土の堆積

・比高の拡大

・地下水位の低下

・出水等による過湿環境の形成

・地盤の低下

・地下水位の上昇

⑥

【低木～亜高木群落】
・タチヤナギ群集

・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集

・オノエヤナギ群落

・その他ヤナギ林

過湿化

乾燥化

粘土質土壌の堆積やギャップ形成にともない、タチヤ

ナギ等のヤナギ類が侵入するようになる。

水

際

内

陸

過

湿

適

潤

②

【多年生草本群落】

・ヨシ群落

・ウキヤガラ－マコモ群集

・セリ－クサヨシ群集

・サンカクイ－コガマ群集

・オオハンゴンソウ群落（主に北日本）

③

【低木群落】

・タチヤナギ群集

・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集

・オノエヤナギ群落

・その他ヤナギ林

図２ 河川の下流域における植⽣の遷移モデル 
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地上部植生 埋土種子 立地条件 河川撹乱 除草・工事等

①
水流により上流から細粒物質が運搬され、水際
に近い一帯は泥質となり、ミゾソバやオオイヌタ
デ等の一年生草本の群落が成立する。

【一・二年生草本群落】
・ミゾソバ群落
・オオイヌタデ－オオクサキビ群落
・ヤナギタデ群落
・オオオナモミ群落
・〔オオカワヂシャ群落〕

流路脇や流れの緩やかな淀み等に、ミゾソバや
オオイヌタデ等が優占する植生が成立する。

地上部消失前に埋土種子を形成する場合があ
り、地形改変により乾燥化しても、再び水湿条
件になるまで土壌中にて種子が休眠状態で存
続する場合あり。

細砂、シルト、粘土質のような細粒物質からなる
富栄養な基盤が形成される。水面からの比高は
低い。

植生を破壊する規模の洪水の撹乱は稀である
が、土砂や栄養塩の供給を通じた環境の改変
や、上流からの種子の長距離分散が生じる。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

②

細粒物質の堆積により基盤の安定化が進むと、
ヨシやマコモ等のイネ科、ウキヤガラ等のカヤツ
リグサ科を主体とする多年生草本群落が成立
する。地下水位の変動がなければヨシ等の群落
が安定的に持続する。

【多年生草本群落】
・ヨシ群落
・ウキヤガラ－マコモ群集
・セリ－クサヨシ群集
・サンカクイ－コガマ群集
・オオハンゴンソウ群落（主に北日本）

ヨシを中心とする植被率の高い植生が形成さ
れ、流れの緩やかな淀みにはマコモ等の植生
が成立する。

ヨシ、マコモ、クサヨシ等は種子よりも地下茎に
よって旺盛に広がる。地下部には外部から漂着
するなどした外来種の埋土種子が含まれている
ことも想定され、ギャップ等の形成にともない発
芽する可能性がある。

細砂、シルト、粘土質のような細粒物質からなる
富栄養な基盤が持続する。水面からの比高は
低い。

植生を破壊する規模の洪水の撹乱は稀である
が、①の群落を形成する種よりもおおむね洪水
に対する抵抗力が強く、出水後に速やかに再生
する。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

③

粘土質土壌の堆積やギャップ形成にともない、
タチヤナギ等のヤナギ類が侵入するようにな
る。

【低木群落】
・タチヤナギ群集
・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集
・オノエヤナギ群落
・その他ヤナギ林

水際に、帯状あるいはパッチ状にヤナギ低木が
優占する植生が成立する。林縁やギャップは主
にヨシを主体とする植生が占める。

外部から漂着・侵入した種子が発芽する。地下
部には外来種を含む埋土種子が含まれている
ことが想定され、ギャップ等の形成にともない発
芽する可能性がある。

細砂、シルト、粘土質のような細粒物質からなる
富栄養な基盤が持続する。水面からの比高は
低い。

ヤナギ類の倒木が発生した場合でも、残存した
根茎等から速やかに再生して再樹林化する場
合がある（「動的樹林化」）。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

④
内陸の地下水位が高い一帯やたまり周辺等で
は、オオイヌタデやオオオナモミ等の一年生草
本の群落が成立する。

【一・二年生草本群落】
・ミゾソバ群落
・オオイヌタデ－オオクサキビ群落
・ヤナギタデ群落
・オオオナモミ群落
・〔オオカワヂシャ群落〕

オオイヌタデ、オオクサキビ、オオオナモミ等の
一年生草本が優占する植生が成立する。

地上部消失前に埋土種子を形成し、土壌中に
て種子が休眠状態で存続する場合あり。

細砂、シルト、粘土質のような細粒物質からなる
富栄養な基盤が形成される。地下水位が高い。

植生を破壊する規模の洪水の撹乱は稀である
が、土砂や栄養塩の供給を通じた環境の改変
や、上流からの種子の長距離分散が生じる。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

⑤
④の立地にヨシやクサヨシ等が侵入し、地下水
位の変動がなければ安定的に持続する。

【多年生草本群落】
・ヨシ群落
・セイタカヨシ群落（中部以西）
・セリ－クサヨシ群集
・オオハンゴンソウ群落（主に北日本）

ヨシ、セイタカヨシ（中部以西）、クサヨシ等が優
占する植被率の高い多年生草本群落が、水際
から連続する形で成立する。

ヨシ、セイタカヨシ、クサヨシ等は種子よりも地下
茎によって旺盛に広がる。地下部には④の植生
や外部に由来する外来種の埋土種子が含まれ
ていることも想定され、ギャップ等の形成にとも
ない発芽する可能性がある。

細砂、シルト、粘土質のような細粒物質からなる
富栄養な基盤が持続する。地下水位が高い。

植生を破壊する規模の洪水の撹乱は稀である
が、④の群落を形成する種よりもおおむね洪水
に対する抵抗力が強く、出水後に速やかに再生
する。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

⑥

粘土質土壌の堆積やギャップ形成にともない、
タチヤナギ等のヤナギ類が侵入するようにな
る。

【低木～亜高木群落】
・タチヤナギ群集
・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集
・オノエヤナギ群落
・その他ヤナギ林

パッチ状にヤナギ低木が優占する植生が成立
する。林縁やギャップは主にヨシを主体とする植
生が占める。

外部から漂着・侵入した種子が発芽する。地下
部には外来種を含む埋土種子が含まれている
ことが想定され、ギャップ等の形成にともない発
芽する可能性がある。

細砂、シルト、粘土質のような細粒物質からなる
富栄養な基盤が持続する。地下水位が高い。

ヤナギ類の倒木が発生した場合でも、残存した
根茎等から速やかに再生して再樹林化する場
合がある（「動的樹林化」）。

工事等にともなう外部からの種子の侵入に留
意。造成やギャップ形成により、発芽・拡大の危
険性あり。

⑦
土砂が堆積して比高が拡大し、あるいは地下水
位が低下して土壌が乾燥化すると、乾生の一年
生草本が繁茂して群落を形成する。

【一・二年生草本群落】
・カナムグラ群落
・アレチウリ群落
・オオブタクサ群落

いち早く侵入した一年生草本が面的に繁茂して
群落を形成する。短期間で消失する場合も多
い。

アレチウリやオオブタクサのような一年草の群
落では、地上部が消失しても、地下部に大量の
埋土種子を形成している可能性があり、ギャッ
プ形成等にともなって発芽する可能性がある。

比高の拡大、乾燥化が進む。土性は壌土～埴
土が主となり、粘土分を多く含む傾向が強くな
る。

比高の拡大により、冠水の影響を受ける頻度は
更に低下し、ごくまれに冠水する際に、土砂や
栄養塩の供給を通じた環境の改変や、上流か
らの種子供給、下流への種子拡散が生じる。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

⑧
オギやセイタカアワダチソウ等が侵入し、植被
率の高い安定的な多年生草本群落を形成す
る。

【多年生草本群落】
・オギ群落
・クズ群落
・セイタカヨシ群落（中部以西）
・ススキ群落
・セイタカアワダチソウ群落
・オオハンゴンソウ群落（主に北日本）

主に高茎の多年生草本からなる密な群落が形
成され、安定的に持続する。セイタカヨシは、ヨ
シに比べて、より比高の高い立地にまで分布す
る。

厚く堆積した土層に埋土種子が蓄積され、
ギャップ形成等にともなって発芽する可能性が
ある。

比高の拡大、乾燥化が進む。土性は壌土～埴
土が主となり、粘土分を多く含む傾向が強くな
る。

比高の拡大により、冠水の影響を受ける頻度は
更に低下し、ごくまれに冠水する際に、土砂や
栄養塩の供給を通じた環境の改変や、上流か
らの種子供給、下流への種子拡散が生じる。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

⑨
粘土質土壌の堆積にともない、タチヤナギ等の
ヤナギ類などの低木類が侵入するようになる。

【低木～亜高木群落】
・タチヤナギ群集
・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集
・オノエヤナギ群落
・その他ヤナギ林
・ノイバラ群落
・オニグルミ群落
・ヤマグワ群落

⑦や⑧の植生にヤナギ類の低木やノイバラ等
が混生し、局所的に低木群落を形成する。

土壌中には⑦や⑧の植生に由来する埋土種子
が残存しており、倒木によるギャップ形成等にと
もなって発芽する可能性がある。また、木本群
落に由来する新たな埋土種子が形成される。

比高の拡大、乾燥化が進む。土性は壌土～埴
土が主となり、粘土分を多く含む傾向が強くな
る。

比高の拡大により、冠水の影響を受ける頻度は
更に低下し、ごくまれに冠水する際に、土砂や
栄養塩の供給を通じた環境の改変や、上流か
らの種子供給、下流への種子拡散が生じる。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

⑩

比高の拡大や乾燥化のさらなる進行により、
ジャヤナギ－アカメヤナギ群集を主体とする安
定的なヤナギ高木林が成立し、ヤナギの枯死・
倒木によるギャップなどから、エノキやムクノキ
等の木本が発生し、群落を形成する。

【高木群落】
・ジャヤナギ－アカメヤナギ群集等のヤナギ林
・ムクノキ－エノキ群集

アカメヤナギやエノキ等の高木が優占する群落
となり、そのギャップや林縁には、主に⑦や⑧の
植生が成立する。クズ、カナムグラ、アレチウリ
等のつる植物も多い。

厚く堆積した土層に埋土種子が蓄積され、侵略
性の高い外来草本等の埋土種子も、ギャップ形
成等にともなって発芽する可能性がある。

高水敷上で特に比高の高い一帯を中心に成立
する。細粒土や腐植の厚い土層に覆われ、土
性は壌土～埴土が主となり、粘土分を多く含む
傾向が強くなる。

比高の拡大により、冠水の影響を受ける頻度は
更に低下し、ごくまれに冠水する際に、土砂や
栄養塩の供給を通じた環境の改変や、上流か
らの種子供給、下流への種子拡散が生じる。

工事実施の際には外来種の埋土種子を大量に
含む可能性のある土壌のこぼれ落ちに注意す
る等、取り扱い上の配慮が必要。造成やギャッ
プ形成により、発芽・拡大の危険性あり。

※赤字で示した群落名は、外来種が優占する群落を表す。群落名の一部が赤字になっているものは、在来種と外来種の組み合わせによる凡例で、赤字が外来種を表す。

　〔　〕で示した群落名は、河川水辺の国勢調査の「植物群落リスト」に掲載されていないが、時に群落を形成する重要な外来種の群落を表す。

　「群落」「群集」の表記は、河川水辺の国勢調査「植物群落リスト」に従った。
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遷移の内容 対応する主な植物群落
遷移に関連する因子およびその内容

水
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表２ 河川の下流域における植⽣遷移と関連因⼦の内容 
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